
授業科目 救急医学演習

【担当教員名】 対象学年 3 対象学科 i 理学・作業・言語・社会

遠藤裕他 開講時期 前期 必修・選択 ： i ． 選択

単位数 時間数 l 15 

＜概要＞

医療福祉の学習を円滑に行うために、救急蘇生医学に関する臨床上の基本的知識と初歩的な問題解決能力を修得する。

＜学習目標＞

回

数

1救急法について（手当ての基本）

2心肺蘇生法（人工呼吸と心臓マッサージなど）

3 傷と止血（各部のけが•特殊なけが）

4包帯（三角巾・包帯など）

5骨折・脱臼・捻挫など

6急病（心臓発作・脳卒中）

7搬送

8救護（大地震・水害の際の心得）

授業計画又は学習の主題 SBO 

番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

講義・演習
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※本科目は日本赤十字社の資格認定講座「救急員養成講習」となり、受講者には受講証と救
急員認定証が与えられます。このため、カリキュラムでは 15時間となっていますが、実際
には資格認定に必要な 28時間相当の授業 (4日間集中）となります。また、定員は 30 
人、 1人あたりの教材・資材費として3000円が必要となります。

【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

参考書

その他の資料

【評価方法】 【履修上の留意点】
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